
多 賀 町 町 制　　 周年記念クイズ

今年度は『多賀町町制50周年』を記念しまして、クロスワードパズルに替え、多賀町に関す

るクイズを合計50問出題させていただきます。ふるってご応募ください。

また、『多賀町町制50周年』に関する情報や思い出なども一緒にお送りください。

昭和40年に設立された、観光事業の中心的な存在となっているものは？次の3つからお選びください。

1．多賀町有線放送農業協同組合 2．多賀町観光協会 3．多賀町商工会

昭和41年、多賀・大滝・脇ヶ畑の3つの森林組合が合併して森林組合が設立されました。次の3つからお選びください。

1．多賀町森林組合 2．犬上森林組合 3．彦根森林組合

昭和42年、公募により制定された多賀町章はカタカナの何という文字を図案化したものでしょう？次の3つからお選びください。

1．キ 2．ガ 3．タ

昭和43年、町内で放送・通話を開始したのは？次の3つからお選びください。

1．多賀町役場 2．電電公社 3．多賀町有線放送農業協同組合

先月号の答えは下記の通りです。

Q6…3．多賀町商工会、Q7…1.ゆりかご保育所、Q8…3.芹谷分校、Q9…2.清涼、Q10…3.多賀サービスエリア
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多賀少年野球クラブの7年連続地区優勝おめでとう
ございます。きっとこの広報が出るころには、県大会
で優勝し、6年連続となる全国大会出場を決めている
ことでしょうs私も小学生のとき、多賀ではありませ
んが、スポーツ少年団で野球をしていました。毎週末
練習に励んでいたのを懐かしく思いますsそのころは
まだ多賀にチームはなかったように思いますが、今で
は全国大会の常連。すばらしい指導者と多賀の子ども
のパワーに敬服です。

kikaku@tagatown.jp （し）

応募方法
官製はがきで、解答と「広報たが」へのおたより（俳

句・短歌・川柳・イラスト）やご意見を役場企画課までお
送りください。Ｅメール・有線ＦＡＸでも結構です。

有線FAX 2 - 2018
taga@tagatown.jp

締め切りは6月30日（木）です。正解者の中から抽選
で10人の方に粗品を進呈いたします。発表は景品の
発送をもってかえさせていただきます。
なお、おたよりの内容は抽選とは無関係です。

多賀町 ひとの動き （平成17年4月末 現在）

（ ）内は前月比

世　　帯　　数 2,620世帯（＋6）

人　口
8,442人
（＋1人）

男　性 4,017人（＋1）

女　性 4,425人（±0）

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり

ます。
一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定
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■梨ノ木峠の旧国道306号線跡地に地蔵堂があ
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いましたs平成4年に母体の松が枯れてしまいましたが、
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たがのホームページ　http://www.tagatown.jp/関連記事s4ページ

多賀町ごみ減量化作戦
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ま
た
、
関
心
が
あ
り
参
加
し
た
い
活

動
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
、

大
き
く
分
け
て
、
「
健
康
」
「
趣
味
」

「
生
活
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
環
境
問
題
」

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

地
域
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、

約
8
割
の
人
が
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

広
げ
る
た
め
に
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
は

じ
め
「
健
康
づ
く
り
」
の
催
し
な
ど
を

企
画
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ

て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
今
ま

で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
地
域
で
生
か
す

こ
と
も
多
く
の
方
が
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
。
自
分
の
特
技
を
生
か
し
な
が
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
こ
う
と
お
考
え

の
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
生
か
し
な
が
ら
、

多
賀
町
の
生
涯
学
習
が
活
性
化
し
、
さ

ら
に
地
域
の
結
び
つ
き
が
深
め
ら
れ
る

よ
う
に
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
、
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
事
業
計
画

学
ぶ
楽
し
さ

生
か
す
喜
び

社
会
教
育
調
査
報
告
の
実
施

各
字
に
お
い
て
調
査
結
果
お
よ
び
豊

か
な
老
年
期
に
備
え
る
た
め
の
健
康
づ

く
り
（
心
と
か
ら
だ
）
友
達
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業

啓
発
事
業
多
賀
を
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

自
然
・
歴
史
な
ど
多
賀
町
の
良
さ
を

再
発
見
し
沿
革
史
を
調
査
し
学
習
の
幅

を
広
げ
て
い
く
講
座
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
学
習
し
た
こ
と
を
報
告
書
に
ま
と

め
世
界
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

各
施
設
（
中
央
公
民
館
・
図
書
館
・

博
物
館
・
文
化
財
等
）
の
独
自
性
を
生

か
し
た
事
業
推
進
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
中
央
公
民
館

・
健
康
に
関
す
る
講
座

・
趣
味
の
講
座
（
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
・
陶

芸
他
）

・
教
養
講
座
（
西
洋
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
、

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ジ
ュ
エ
リ
ー
他
）

・
技
能
講
座
（
P
C
講
座
）

■
図
書
館

・
本
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
実

施
・
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
■
博
物
館

・
鈴
鹿
山
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

・
鈴
鹿
の
自
然

・

鈴
鹿
の
動
物

・

鈴
鹿
の
植
物

■
ダ
イ
ニ
ッ
ク
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天
究
館

・
大
人
の
た
め
の
天
文
講
座

今
後
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
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会
社
会
教
育
課
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社
会
教
育
活
性
化
21
世
紀
プ
ラ
ン

―
向
老
期
自
分
探
し
支
援
事
業
―

多
賀
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
は
、
昨
年
度
か
ら
社
会
教
育
活
性
化
21
世
紀

プ
ラ
ン
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
多
賀
町
で
も
早
く
か
ら
そ
の
傾
向
が
現
わ
れ
て
き

て
お
り
ま
す
。
向
老
期
の
方
々
が
、
今
後
10
年
間
で
会
社
組
織
か
ら
地
域
社
会
へ
戻

ら
れ
る
と
考
え
た
と
き
、
会
社
や
社
会
で
身
に
つ
け
て
こ
ら
れ
た
知
識
や
技
能
を
積

極
的
に
地
域
の
中
に
広
げ
て
い
た
だ
い
た
り
、
自
分
の
生
き
が
い
や
趣
味
を
さ
ら
に

深
め
た
り
す
る
機
会
と
し
て
い
く
も
の
で
す
。

昨
年
度
は
、「
自
分
探
し
支
援
社
会

教
育
調
査
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
方
を
年
代
ご
と

で
無
作
為
に
1
割
選
び
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
企
業
従
業

員
・
公
共
機
関
職
員
の
方
に
も
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
各
字
の
調
査
員
さ
ん

を
委
嘱
し
、配
布
回
収
し
て
い
た
だ
き
、

1
2
5
3
名
の
有
効
回
答
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
健
康
」「
現
在
の
生
活
」「
地
域

の
中
で
の
つ
き
あ
い
」「
多
賀
町
の
事

業
参
加
」「
今
後
の
生
活
」「
余
暇
活
動
」

の
各
項
目
に
つ
い
て
調
査
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
本
年

度
か
ら
中
央
公
民
館
・
図
書
館
・
博
物

館
・
天
究
館
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
を
起
点

に
啓
発
事
業
・
モ
デ
ル
事
業
等
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

（
関
連
項
目
を
抜
粋
し
ま
し
た
）

健
康
に
つ
い
て

自
分
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
「
た
い

へ
ん
健
康
・
健
康
」
と
い
う
人
が
、

73
・
2
％
で
約
3
割
の
方
が
健
康
で
な

い
と
い
う
回
答
で
し
た
。
運
動
習
慣
に

つ
い
て
は
、
お
よ
そ
半
数
の
人
が
、
特

に
な
に
も
し
て
い
な
い
と
答
え
ら
れ
、

約
半
数
の
人
が
何
ら
か
の
運
動
を
心
が

け
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
日
ご
ろ
の
生
活
か

ら
歩
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
人
が
多

か
っ
た
で
す
。
今
後
、
老
年
期
に
備
え

て
は
、
約
8
割
の
人
が
、
運
動
し
て
も

よ
い
と
い
う
回
答
で
健
康
に
関
す
る
意

識
の
高
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

現
在
の
生
活
に
つ
い
て

現
在
の
生
活
に
お
い
て
充
実
感
が
得

ら
れ
る
こ
と
は
、
「
家
族
と
の
団
ら

ん
・
仕
事
・
趣
味
・
友
人
と
の
つ
き
あ

い
」
と
い
う
回
答
が
多
く
、
何
を
大
切

に
し
て
い
る
か
が
伺
え
ま
す
。

日
ご
ろ
の
近
所
づ
き
あ
い
に
つ
い
て▲充実感が得られること（複数回答可） 
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家
族
と
の
団
ら
ん 

38.3 

仕
事 

は
、
一
定
の
距
離
を
置
き
、
表
面
的
な

か
か
わ
り
に
と
ど
め
て
い
る
と
い
う
、

最
近
の
日
本
人
の
一
般
的
な
傾
向
と
同

様
で
あ
り
近
所
づ
き
あ
い
の
希
薄
化
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
「
暮
ら
し
」
に
つ
い
て

将
来
の
生
活
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
何
ら

か
の
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
不
安
を
取
り
除

く
方
法
と
し
て
は
、
多
く
の
方
々
が
健

康
維
持
増
進
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

お
ら
れ
ま
す
。

▲近所づきあいの程度について 

いつも行き来 
23%

世間話程度 
47%

あいさつ程度 
27%

つきあいない 
1%

回答なし2%

▲将来への不安について 

不安は感じない 
11%

不安を感じる 
41%

多少不安 
38%

とても不安 
7%

回答なし3%

▲不安を取り除く方法について 

62.3

43.7

13.6
17.8

14.0
9.3

2.8

▲関心があり参加したい活動 
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そ
の
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活
動
の
場
を 

多
く
持
つ 

隣
近
所 

交
流 

友
人
や 

仲
間
づ
く
り 

趣
味
や 

専
門
技
術
習
得 

貯
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等
経
済
基
盤 

健
康 

維
持
増
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な
し 

そ
の
他 

友
人
や
仲
間
を 

増
や
し
た
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社
会
へ
の 

見
聞
を
広
げ
た
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地
域
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献
し
た
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国
際
交
流
に 
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る
活
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保
護
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保
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の
活
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障
害
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・
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齢
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援
活
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消
費
者
活
動
や 

生
活
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上
の
た
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の
活
動 

地
域
の
文
化
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や 

伝
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る
活
動 

児
童
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青
少
年
活
動
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世
話
役
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導
者
と
し
て
の
活
動 

趣
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ス
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ー
ツ
や 

学
習
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
活
動 

地
域
の
催
し
や 

ま
ち
づ
く
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の
活
動 

地
域
の
生
活
環
境
を 

守
る
活
動 
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運動期間6月1日（水）s8月31日（水）

5 広報 たが 6月号

5
月
21
日
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

施
設
の
清
掃
を
多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
小
学
5
、6
年
生
が
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
辻
正
人
本
部
長
の
提
案
に

よ
り
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
地
域
の

方
々
か
ら
、高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

活
動
は
午
前
中
行
わ
れ
、
81
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ギ
ネ
ス
実
施
報
告
！

3
年
間
継
続
し
て
行
わ
れ
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
を
今
年
度
は
新
た
な
ス
タ
イ

ル
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

参
加
者

3，

6
3
1
人

参
加
率

43
％
　

対
戦
町
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

参
加
率
は
昨
年
よ
り
低
く
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
と
い
う

こ
と
で
、「
お
は
よ
う
！
チ
ャ
レ
ン
ジ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」（
南
後
谷
）
や
「
5

0
0
0
歩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」（
八
重
練
）

な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
記
録
が
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
他
の
報
告
も
含
め
、
記
録
や

詳
細
に
つ
い
て
は
来
月
号
で
紹
介
し

ま
す
。

参
加
者
募
集

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

入
団
式
・
交
流
会

日
時
■
6
月
18
日
（土）

9
時
〜

場
所
■
滝
の
宮
ス
ポ
ー
ツ
公
園

（
雨
天
時
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

対
象
■
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員（
交
流
会
は

町
内
小
学
生
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室【
昼
の
部
】

日
時
■
6
月
14
日
（火）
10
時
〜
10
時
45
分

毎
週
火
曜
日
全
10
回
※
託
児
あ
り

場
所
■
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

定
員
■
一
般
男
女
　
30
人

受
講
料
■
3，

0
0
0
円

申
し
込
み
締
切
■
6
月
7
日
（火）

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室【
夜
の
部
】

日
時
■
6
月
15
日
（水）

19
時
30
分
〜
20

時
15
分
毎
週
水
曜
日
全
10
回

場
所
■
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

定
員
■
一
般
男
女
　
30
人

受
講
料
■
4，

0
0
0
円

申
し
込
み
締
切
■
6
月
8
日
（水）

水
中
ウ
ォ
ー
ク
＆
基
本
水
泳
教
室

日
時
■
6
月
16
日
（木）

19
時
30
分
〜
20

時
30
分

毎
週
木
曜
日
　
全
10
回

場
所
■
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

定
員
■
一
般
男
女
　
30
人

受
講
料
■
4，

0
0
0
円

申
し
込
み
締
切
■
6
月
9
日
（木）

幼
児
水
泳
教
室

日
時
■
6
月
18
日
（土）
16
時
30
分
〜
18
時

毎
週
土
曜
日
　
全
7
回

場
所
■
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

定
員
■
町
内
幼
稚
園
・
保
育
園
年
長
組

40
人

受
講
料
■
2，

5
0
0
円

申
し
込
み
締
切
■
6
月
11
日
（土）

小
学
生
水
泳
教
室【
1
・
2
年
生
】

日
時
■
6
月
21
日
（火）
16
時
30
分
〜
18
時

毎
週
火
・
木
曜
日
全
10
回

場
所
■
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

定
員
■
町
内
小
学
生
1
、2
年
生
50
人

受
講
料
■
3，

0
0
0
円

申
し
込
み
締
切
■
6
月
15
日
（水）

小
学
生
水
泳
教
室【
3
・
4
・
5
・
6
年
生
】

日
時
■
6
月
22
日
（水）
17
時
〜
18
時
30
分

毎
週
水
・
金
曜
日
　
全
10
回

場
所
■
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

定
員
■
町
内
小
学
生
3
、4
、5
、6
年
生

50
人

受
講
料
■
3，

0
0
0
円

申
し
込
み
締
切
■
6
月
15
日
（水）

お
問
い
合
わ
せ

B
＆
G
多
賀
海
洋
セ
ン
タ
ー

㈲
2
‐
1
6
2
5

（電）
4
8
‐
1
6
2
5

メ
ー
ル
　b

g
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

スポーツ

4広報 たが 6月号

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の

水
切
り
（
1
回
絞
る
）
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
！

1
日
1
世
帯
あ
た
り
、
５０
ｇ
の
減
量
が
で
き
ま
す
。

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
量
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
現
在
、
可

燃
ご
み
処
理
施
設
（
リ
バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
）
の
処
理
能
力
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ご
み
減
量
化
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
賀
町
で
は
、
ご
み
減
量
化
の
取
り

組
み
と
し
て
『
ひ
と
し
ぼ
り
運
動
』
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
各

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
「
生
ご
み
」
の

水
切
り
を
行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
、

特
に
水
分
の
多
く
な
る
6
月
か
ら
8
月

に
か
け
、
1
日
1
世
帯
当
た
り
50
ｇ
を

目
標
に
ご
み
減
量
化
を
推
進
す
る
も
の

で
す
。

水
切
り
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

ご
み
減
量
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
み
処
理
費

用
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
大
切
な
運
動

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
環
境
生
活
課

㈲
2
‐
2
0
3
1

（電）
4
8
‐
8
1
1
4

メ
ー
ル
　ka

n
kyo

@
ta
g
a
to
w
n
.jp

環境

リバースセンタへ搬入された
過去3年間の1人当たりの家庭用ごみの量

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ
120 

 

100 

 

80 

 

60 

 

40 

 

20 

 

0
平成14年 平成15年 平成16年 （年）

109.51㎏ 109.88㎏ 

121.19㎏ 
（kg） 

多賀町ごみ減量化作戦

「ひとしぼり運動」を
実施しています

皆さんのご協力をお願いします!!

絞
っ
て
減
ら
そ
う
！

ご
み
と
費
用

も
う
、ム
リ
か
も
！ 

燃えるゴミ

捨てる前に 
「ギュッ」と 
しぼって… 

軽くなるから 
出すのも 
ラクラク 

▲プールサイドもデッキブラシできれいに

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

多
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

プ
ー
ル
施
設
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

▲夜・早朝のウォーキング（上）とストレッチ体操（下）
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
は
？

国
、
県
、
市
町
村
の
支
援
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
収
益
を
目
的
と
し
な
い
公
共

的
・
公
益
的
な
団
体
で
す
。

事
業
は
、
原
則
と
し
て
60
歳
以
上
の

方
々
の
多
彩
な
技
能
、経
験
を
生
か
し
、

臨
時
的
、
短
期
的
な
お
仕
事
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

人
材
派
遣
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
務
局
業
務
時
間

月
〜
金
曜
日
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

お
問
い
合
わ
せ

（社）
多
賀
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

㈲
2
‐
8
0
8
0

（電）
4
8
‐
8
1
2
8

戦
没
者
等
の

ご
遺
族
の
皆
様
へ

―
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
―

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
17
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
に
、
第
8
回
特
別
弔

慰
金
と
し
て
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還

の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

1．

弔
慰
金
の
受
給
権
者

2．

戦
没
者
等
の
子

3．

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が

同
じ
で
あ
る

①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

4．

右
記
3
以
外
の
①
父
母
　
②
孫

③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹

5．

右
記
1
か
ら
4
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
1
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
三
親
等
内
の
親
族

お
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
保
健
課

㈲
2
‐
2
0
2
1

（電）
4
8
‐
8
1
1
5

メ
ー
ル
　fu

ku
s
h
i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

シルバー人材センター

6広報 たが 6月号

こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と

た
が
再
発
見

多
賀
町
に
住
む
私
た
ち
は
、
地
元
に
あ
る
す
ば
ら
し
い
自
然
や
景
勝
地
、
あ
る
い

は
昔
話
や
言
い
伝
え
…
を
、
近
く
に
あ
り
す
ぎ
て
忘
れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

親
か
ら
子
へ
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
子
へ
と
、い
つ
ま
で
も
伝
え
残
し
て
い
き
た
い
、
多

賀
の
す
ば
ら
し
さ
。

多
賀
の
名
所
、
史
跡
、
言
い
伝
え
な
ど
、
多
賀
に
住
む
人
々
に
も
う
一
度
知
っ
て
も

ら
い
た
い
、
ま
た
新
し
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、「
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と

た
が
再
発
見
」を
テ
ー
マ
に
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
多
賀
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
多
賀
の
P
R
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

飯い

盛も
ろ

木ぎ

多
賀
と
高
宮
を
結
ぶ
旧
道
筋
に
、
男

木
（
南
方
）
・
女
木
（
北
方
）
と
い
わ

れ
る
2
本
の
ケ
ヤ
キ
の
大
木
が
あ
り
ま

す
。
古
く
か
ら
「
い
も
ろ
ぎ
」
と
呼
び

『
滋
賀
の
名
木
誌
』
に
も
記
さ
れ
て
い

る
名
木
で
す
。

大
き
さ
は
、
女
木
が
幹
周
り
9
・
75

メ
ー
ト
ル
、
樹
高
は
15
メ
ー
ト
ル
、
男

木
が
幹
周
り
6
・
32
メ
ー
ト
ル
、
樹
高

15
メ
ー
ト
ル
で
す
。
樹
齢
は
と
も
に
推

定
3
0
0
年
と
も
1
2
0
0
年
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
7
年
11

月
に
多
賀
町
指
定
の
天
然
記
念
物
と
な

り
、
平
成
10
年
3
月
に
は
滋
賀
県
指
定

の
自
然
記
念
物
に
も
な
り
ま
し
た
。

男
木
と
女
木
の
名
の
由
来
は
大
き
さ

に
よ
る
の
で
は
な
く
、
か
つ
て
男
木
は

幹
が
3
本
に
分
か
れ
て
お
り
（
現
在
は

1
本
）
女
木
は
二ふ

た

股ま
た

に
な
っ
て
い
た
の

で
、
そ
の
形
状
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
も
ろ
ぎ
と
い
う
呼
び
名
は
、
お
多た

賀が

杓し
ゃ
く

子し

の
話
に
あ
る
よ
う
に
こ
の
木

（
シ
デ
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

で
つ
く
っ
た
杓し

ゃ
く

子し

で
、
天
皇
に
食
事
を

さ
し
あ
げ
た
と
こ
ろ
、
病
気
が
治
っ
た

と
い
う
縁え

ん

起ぎ

か
ら
飯
盛
木
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
2
本
の
ケ
ヤ
キ
の
木
が
立

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
多
賀
と
敏
満
寺

の
両
方
の
境
界
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

「
い
も
ろ
ぎ
」
の
名
は
、
神
域
あ
る
い

は
神
の
よ
り
し
ろ
（
神し

ん

霊れ
い

が
よ
る
べ
き

目
標
物
）
を
表
わ
す
「
ひ
も
ろ
ぎ
」

（
神
社
に
起
源
・
神
霊
が
宿
る
と
こ
ろ

と
信
じ
ら
れ
た
老
木
や
森
な
ど
の
周
り

に
木
を
植
え
、
垣
を
結
い
め
ぐ
ら
し
て

神
座
と
し
た
も
の
）
が
な
ま
っ
た
も
の

と
も
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

お
多た

賀が

杓し
ゃ
く

子し

昔
々
、
養
老
の
帝

み
か
ど

（
元
正
天
皇
7
1
7
年

〜
7
2
3
年
）
が
ご

病
気
に
な
ら
れ
た
時
、

お
多
賀
さ
ん
の
神か

ん

主ぬ
し

た
ち
は
心
配
し
、
病

気
が
治
る
よ
う
お
祈

り
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
強こ

わ

飯め
し

を
炊

き
、
シ
デ
の
木
で
つ
く
っ
た
杓し

ゃ
く

子し

を
添

え
て
献
上
し
た
と
こ
ろ
、
養
老
の
帝
の

病
気
は
た
ち
ま
ち
治
っ
た
そ
う
で
す
。

以
来
無む

病び
ょ
う

長
寿

ち
ょ
う
じ
ゅ

の
し
る
し
と
し
て
「
お

多た

賀が

杓し
ゃ
く

子し

」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
は
そ
の
形

が
杓し

ゃ
く

子し

に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
名
け

ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

お
多た

賀が

杓し
ゃ
く

子し

を
形
ど
っ
た
杓し

ゃ
く

子し

せ
ん
べ

い
が
有
名
で
す
。

※
飯
盛
木
は
、
写
真
の
被
写
体
と
し
て

も
有
名
で
、
特
に
朝
日
や
夕
陽
に
写

る
様
は
四
季
を
通
じ
て
す
ば
ら
し
い

も
の
で
す
。

い
い
写
真
が
撮
れ
た
ら
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
観
光
協
会

㈲
2-

2
3
4
9

（電）
4
8-

2
3
6
1

役
場
農
林
商
工
課

㈲
2-

2
0
3
0

（電）
4
8-

8
1
1
7

メ
ー
ルn

o
rin
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

こころのふるさと「たが」再発見

お
多
賀
杓
子

無
病

長
壽 壽

お
多

賀
杓

子

多賀町シルバー人材センターの
ごあんない

シルバー人材センターには豊かな知識・経験を生かせる仕事がいろいろあります！

こんな仕事をしています
家事援助サービス 掃除／洗濯／食事の支援／買い物／老人の話し相手／子

守り／留守番 など
技術を必要とする分野 襖・障子張り／ペンキ塗り／植木手入れ／簡単な大工仕

事 など
事 務 分 野 文書管理事務／毛筆筆耕／宛名書き／受付事務 など
折 衝 ・ 外 交 分 野 パンフレット配布／広報の配布／検針・集金 など
屋 内 外 一 般 作 業 公園清掃／樹木消毒／除草・草刈り／包装 など
管 理 分 野 公民館管理／駐車場整理 など
専 門 技 術 分 野 パソコン など

入会について
¡多賀町内にお住まいの方
¡おおむね60歳以上の方
¡健康で働く意欲のある方

講習会（受講料無料）
¡網戸、障子の張替講習　¡葉刈り、剪定の講習
¡パソコン、料理講習　¡オフィスクリーニング講習　¡その他の講習

※町内にお住まいでおおむね55歳以上の方なら（会員でなくても）どなたでも受講できます。

▲男飯盛木

▲女飯盛木
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歯
を
大
切
に
し
よ
う
！

6
月
は
歯
の
衛
生
週
間
で
す
。
虫
歯

や
歯
周
病
と
い
っ
た
歯
科
疾
患
は
、
食

事
や
歯
磨
き
な
ど
の
ふ
だ
ん
の
生
活
習

慣
が
原
因
と
な
る
生
活
習
慣
病
の
ひ
と

つ
で
す
。
6
月
の
衛
生
週
間
を
機
会
に

自
分
自
身
の
歯
に
つ
い
て
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
は
子
ど
も
に
多
い

歯
の
疾
患
で
す

乳
歯
は
生
後
5
〜
10
カ
月
こ
ろ
か
ら

生
え
始
め
、
二
歳
ご
ろ
に
な
る
と
だ
い

た
い
生
え
そ
ろ
い
ま
す
。
歯
の
よ
し
あ

し
は
、
遺
伝
的
な
も
の
よ
り
も
、
生
ま

れ
て
か
ら
あ
と
の
生
活
習
慣
が
大
き
な

要
因
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
生
活
全
体
の
中
で
、
歯
の
た

め
に
よ
い
習
慣
を
き
ち
ん
と
つ
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
む
し
歯
を
予
防
す
る

た
め
に
は
、

1．

食
べ
物
の
面
で
は
甘
い
も
の
（
砂

糖
）
を
控
え
る
よ
う
に
し
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
口こ

う

腔こ
う

内
の
環
境
条
件
を
よ
く
す
る

こ
と
。

2．

歯
の
表
面
に
食
べ
物
な
ど
の
か
す

が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
、
た
ま
っ
た

場
合
は
そ
れ
を
取
り
除
き
、
き
れ
い
に

す
る
た
め
の
歯
磨
き
に
つ
と
め
、
む
し

歯
の
原
因
菌
な
ど
が
歯
に
つ
か
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。

3．

フ
ッ
素
入
り
の
歯
磨
き
粉
や
フ
ッ

素
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
使
用
し
、
歯
そ
の

も
の
を
強
く
し
、
む
し
歯
に
か
か
り
に

く
い
歯
に
す
る
こ
と
。

な
ど
、
お
も
に
こ
れ
ら
の
三
つ
の
要
素

が
大
切
で
す
。

多
賀
町
で
は
、
1
歳
半
、
2
歳
、
2

歳
半
、
3
歳
半
健
診
時
に
、
歯
科
健
診

と
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
指
導
、
フ

ッ
素
塗
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
年

に
2
回
、
各
幼
稚
園
、
保
育
園
で
年
少

〜
年
長
児
さ
ん
対
象
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
さ
ん
の
歯
を
む
し
歯
か
ら
ま

も
る
た
め
に
、
健
診
や
指
導
を
受
け
て

い
た
だ
き
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
機
会

と
し
て
く
だ
さ
い
。

歯
周
病
を
予
防
し
よ
う

一
般
に
年
を
と
る
と
歯
が
抜
け
る
の

は
あ
た
り
ま
え
と
思
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
歯
が
抜
け
る
の
は
老
化

の
た
め
で
な
く
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の

た
め
な
の
で
す
。

歯
周
病
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
の
溝

に
歯し

垢こ
う

が
た
ま
る
こ
と
で
ひ
き
お
こ
さ

れ
る
歯
科
疾
患
で
す
。
歯し

垢こ
う

が
た
ま
る

の
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
炎
症

が
ひ
ど
く
な
っ
て
歯
を
支
え
る
骨
ま
で

が
こ
わ
さ
れ
、
歯
が
抜
け
落
ち
る
…
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

歯
周
病
は
む
し
歯
と
ち
が
い
、
激
し

い
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ

ん
。
油
断
す
る
と
状
態
が
悪
化
し
て
い

き
ま
す
。

歯
周
病
の
予
防
に
は

1．

毎
日
、
毎
食
後
歯
磨
き
を
し
ま
し

ょ
う
。

2．

歯
磨
き
は
歯
と
い
う
よ
り
も
歯
と

歯
ぐ
き
の
間
を
磨
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

3．

歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス

（
糸
よ
う
じ
）
を
使
っ
て
歯
間
部

の
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

4．

歯
科
医
院
で
歯
石
を
1
年
に
1
回

は
と
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

5．

間
食
は
控
え
め
に
し
て
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

6．

タ
バ
コ
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
歯

周
病
の
原
因
の
一
つ
で
す
。

7．

定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
ど
が
重
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
保
健
課

㈲
2
‐
2
0
2
1

（電）
4
8
‐
8
1
1
5

メ
ー
ル
　fu

ku
s
h
i@
ta
g
to
w
n
.jp

保健
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6
月
5
日
（日）
〜
11
日
（土）

危
険
物
安
全
週
間

危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所
の
自
主
保

全
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
、
毎
年
6
月

の
第
2
週
を
『
危
険
物
安
全
週
間
』
と
し
、

「
危
険
物
　
か
さ
ね
る
無
事
故
の
　
金
メ

ダ
ル
」
を
合
い
言
葉
に
、
危
険
物
に
対
す

る
保
安
意
識
の
高
揚
・
啓
発
を
全
国
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
『
危
険
物
安
全
週
間
』
に
彦
根

市
消
防
本
部
で
は
保
安
に
対
す
る
高
揚
お

よ
び
啓
発
（
巡
回
広
報
等
）
を
行
い
ま
す
。

○
期
間
中
の
主
な
行
事

・
給
油
取
扱
所
立
ち
入
り
検
査

・
巡
回
広
報（
場
所
…
犬
上
郡
3
町
内
）

危
険
物
に
よ
る
事
故
を
防
ご
う

危
険
物
施
設
に
お
け
る
火
災
・
漏
洩
事

故
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

原
因
に
は
、
管
理
不
十
分
、
誤
作
動
、
や

防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会
に
つ
い
て

講
習
日
時
■
7
月
13
日
（水）
・
14
日
（木）

9
時
〜
16
時

場
所
■
彦
根
市
消
防
本
部
　
3
階
大
会
議

室
（
彦
根
市
西
今
町
4
1
5
番
地
）

受
付
期
間
■
6
月
20
日
（月）
〜
24
日
（金）

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

受
付
場
所
■
彦
根
市
消
防
本
部
予
防
課
・

消
防
署
南
分
署
・
北
分
署
・
犬
上
分
署

申
し
込
み
方
法
■
「
甲
種
防
火
管
理
資
格

取
得
新
規
講
習
会
受
講
申
し
込
み

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

受
付
場
所
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
■
72
人
。
た
だ
し
、
彦
根
市
消
防
本

部
管
内
（
彦
根
市
・
犬
上
郡
）
に
在
住

ま
た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
を
優
先

と
し
ま
す
。
ま
た
、
申
し
込
み
者
数
が

定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
受
付
期
間

内
で
あ
っ
て
も
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

彦
根
市
消
防
本
部
予
防
課

（電）
2
2
‐
0
3
3
2

彦
根
市
消
防
署
犬
上
分
署

（電）
3
8
‐
3
1
3
0

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
や
ら
な
か

っ
た
な
ど
、人
的
要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

安
全
な
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

「
適
切
な
取
り
扱
い
を
実
践
す
る
」
と
い

う
こ
と
が
言
え
ま
す
。
家
庭
内
の
事
故
防

止
も
同
様
に
適
切
な
取
り
扱
い
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
家
庭
内
で
も
注
意
し

て
危
険
物
を
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
行
っ
た
ら

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
い
ろ
い
ろ
な
方

が
訪
れ
ま
す
。利
用
時
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、

安
全
で
快
適
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
内
に
入
っ
た
ら
、

ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
る
め
る
こ
と
。

②
喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
。

③
子
ど
も
を
同
乗
さ
せ
て
い
る
場
合
、
勝

手
に
計
量
機
や
洗
車
機
な
ど
を
触
ら
せ

な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。

④
給
油
ホ
ー
ス
お
よ
び
ノ
ズ
ル
が
挿
入
さ
れ

た
ま
ま
、
車
両
を
発
進
さ
せ
な
い
こ
と
。

6
月
は
、
町
県
民
税
の
税
額
が
決
定
さ
れ
ま
す

町
県
民
税
と
は

市
町
村
が
税
金
を
計
算
し
て
法
人
や
個

人
に
通
知
し
税
金
を
徴
収
す
る
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
広
く
、
よ

り
多
く
の
住
民
の
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負

担
能
力
に
応
じ
て
分
担
し
合
う
と
い
う
性

格
の
税
金
で
す
。

納
め
て
い
た
だ
く
方
法
は
、
①
直
接
窓

口
や
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
す
る
普
通
徴

収
と
、
②
毎
月
の
給
料
か
ら
納
め
る
特
別

徴
収
の
二
種
類
あ
り
、
お
の
お
の
の
始
期

は
6
月
で
す
。

町
県
民
税
を
納
め
る
人
（
納
税
義
務
者
）

そ
の
年
の
1
月
1
日
現
在
に
、
そ
の
市

町
村
に
住
所
が
あ
る
人
・
住
所
は
な
い

が
、
事
務
所
・
事
業
所
ま
た
は
家
屋
敷
な

ど
が
あ
る
人
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

町
県
民
税
の
税
率

均
等
割
…
平
成
16
年
度
ま
で
は
、
道
府
県

内
ま
た
は
市
町
村
内
に
住
所
を
有
す
る
こ

と
に
よ
り
均
等
割
が
課
税
さ
れ
る
夫
と
生

計
を
一
に
し
、
夫
と
同
一
の
市
町
村
内
に

居
住
し
て
い
る
妻
で
、
夫
に
均
等
割
が
課

税
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
均
等
割
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
非
課
税

措
置
が
廃
止
さ
れ
、
本
年
度
か
ら
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
税
率
は
、
町
民

税
3，

0
0
0
円
、
県
民
税
1，

0
0
0

円
で
す
が
、
平
成
17
年
度
に
つ
い
て
は
町

民
税
1，

5
0
0
円
、
県
民
税
5
0
0
円

と
な
り
ま
す
。

所
得
割
…
前
年
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
平
成
11
年
度
以
後
の
住
民
税

に
つ
い
て
は
計
算
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
た

所
得
割
額
の
15
％
相
当
額
（
限
度
額
4
万

円
）
を
控
除
し
た
額
を
所
得
割
の
税
額
と

し
ま
す
。

町
県
民
税
に
つ
き
ま
し
て
疑
問
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
税
務
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

町
県
民
税
の
前
納

報
奨
金
が
変
わ
り
ま
し
た

改
正
さ
れ
た
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
交
付
率

0
・
5
％→

0
・
3
％

（
例
）
年
税
額
1
0
0，

0
0
0
円
の

場
合
、
報
奨
金
1，

2
5
0
円
が
7
5
0

円
に
な
り
ま
す
。

◎
交
付
限
度
額

7
万
円→

3
万
円

従
前
の
前
納
報
奨
金
制
度
は
、
交
付
水

準
が
、
市
中
金
利
に
比
べ
て
き
わ
め
て
高

い
交
付
率
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
県

民
税
と
固
定
資
産
税
を
対
象
と
し
て
い
る

こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
平
成
17
年
度

か
ら
改
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

今
月
の
税
金

町

県

民

税
　
　
第
1
期

国
民
健
康
保
険
税
　
　
第
2
期

納

期

限
　
　
6
月
30
日

お
問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
課

㈲
2-

2
0
4
1

（電）
4
8-

8
1
1
3

メ
ー
ル
　ze

i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

消防・税

全国統一防火標語●「あなたです 火のあるくらしの 見はり役」



11 広報 たが 6月号

大
き
な
緑
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
上
で
遊
び
ま
せ
ん
か
？

芝
生
広
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

多
賀
公
園
の
隣
の
芝
生
広
場
が
5
月

か
ら
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
広

場
の
面
積
は
0
・
4
ha
で
、
緑
の
芝
生

が
き
れ
い
に
敷
き
詰
め
ら
れ
、
気
持
ち

い
い
自
然
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
で
す
。

周
り
に
建
物
が
な
い
た
め
、
本
当
に

広
々
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

今
ま
で
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
た
高
齢
者
の

方
々
も
、
芝
生
の
上
だ
と
よ
り
一
層
楽

し
め
る
よ
う
で
す
。

正
々
堂
々
と
、

白
熱
し
た
試
合
を
展
開
！

5
月
15
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町

民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
す
ば
ら
し
い
天
気
に
恵
ま

れ
、
9
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
下
之
町
チ
ー
ム
の
古

野
さ
ん
が
選
手
を
代
表
し
て
、
正
々

堂
々
、
そ
し
て
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ

と
を
力
強
く
選
手
宣
誓
。
そ
の
後
、
A

グ
ラ
ン
ド
、
B
グ
ラ
ン
ド
に
別
れ
て
試

合
が
行
わ
れ
、
富
之
尾
B
チ
ー
ム
が
1

回
戦
の
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ツ
戦
を
17
対

11
、
2
回
戦
の
青
龍
ク
ラ
ブ
戦
を
18
対

7
で
勝
利
し
、
決
勝
で
多
賀
町
役
場
チ

ー
ム
を
20
対
10
で
下
し
、
み
ご
と
優
勝

し
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
し
た
富
之
尾
B
チ
ー
ム

は
、
6
月
5
日
に
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
る
県
民
体
育
大
会
の
犬
上
郡

予
選
に
出
場
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
休
日
に
お
弁
当
を
持
っ

て
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

利
用
上
の
注
意
事
項
は

・
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
る

・
犬
を
放
し
て
遊
ば
せ
な
い

・
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ

て
持
ち
帰
る

・
花
火
や
た
き
火
等
、
火
は
使
わ
な
い

・
野
球
や
ゴ
ル
フ
を
し
な
い

・
自
転
車
の
乗
り
入
れ
は
し
な
い

な
ど
で
す
。
注
意
事
項
を
守
っ
て
楽
し

く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
団
体
競
技
等
で
使
用
さ
れ
る

場
合
が
多
い
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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多
賀
の
自
然
と
歴
史
に
魅
せ
ら
れ
て
…

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

皆
さ
ん
、
多
賀
木も

く

匠し
ょ
う

塾じ
ゅ
く

を
ご
存
じ
で

す
か
。
メ
ン
バ
ー
は
滋
賀
県
立
大
学
の

学
生
た
ち
で
す
。
現
在
の
大
学
の
建
築

教
育
に
は
木
や
山
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
木
造
建
築
や
木
造

住
宅
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
も
限
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の

こ
と
を
広
い
視
野
に
立
ち
、
実
地
に
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
い
く
つ
か
の

大
学
で
木
匠
塾
が
設
立
さ
れ
て
い
て
、

2
0
0
3
年
か
ら
正
式
に
多
賀
木
匠
塾

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
高
取
山
ふ
れ

あ
い
公
園
を
活
動
拠
点
と
し
て
、間
伐
、

悲
願
の
日
本
一
に
向
け
て
好
発
進
！

彦
根
市
大
会
で
7
年
連
続
V
!!

4
月
29
日
か
ら
5
月
4
日
に
か
け

て
開
催
さ
れ
た
第
19
回
中
日
旗
争
奪

彦
根
市
学
童
野
球
春
季
大
会
に
お
い

て
、
多
賀
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
学
童

の
部
（
6
年
生
）
で
7
年
連
続
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
4
年
生
、

5
年
生
の
部
で
も
優
勝
し
、
3
年
ぶ

り
2
回
目
と
な
る
三
部
門
制
覇
の
偉

業
を
達
成
し
ま
し
た
。

な
お
、
学
童
の
部
で
優
勝
し
た
6
年

生
チ
ー
ム
は
、
6
月
4
日
、
5
日
に
彦

根
球
場
で
開
催
さ
れ
る
高
円
宮
賜
杯
第

25
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
滋
賀

県
予
選
に
出
場
し
ま
す
。
こ
の
大
会
で

優
勝
し
た
チ
ー
ム
は
、
8
月
6
日
〜
11

日
に
茨
城
県
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
滋
賀
県
代
表
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
多
賀
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
は
6
年
連
続
と
な
る
全
国
出

場
目
指
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
応
援

に
行
き
ま
し
ょ
う
！

多
賀
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
今
年
、

チ
ー
ム
創
設
18
年
目
。
団
員
は
町
内
の

小
学
生
62
人
（
ク
ラ
ブ
42
人
、
教
室
20

人
）
で
、
辻
正
人
監
督
の
指
導
の
も
と
、

週
末
は
滝
の
宮
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
元
気

い
っ
ぱ
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
5

年
連
続
で
出
場
し
た
全
国
大
会
で
は
、

決
勝
ま
で
進
む
と
い
う
快
進
撃
は
皆
さ

ん
も
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
決
勝
で
は
負
け
ま
し

た
が
、
み
ご
と
準
優
勝
で
し
た
。

夢
の
日
本
一
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
る
多
賀
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
。
し
か

し
、
日
本
一
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
る
の

は
、
も
し
か
し
た
ら
今
年
か
も
…
。

制
作
活
動
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
さ
ら

に
は
木
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
を
軸
と

し
て
、
多
賀
町
を
含
め
た
湖
東
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
へ
と
活
動
の
幅
を
広
げ
て

い
ま
す
。

毎
年
、
9
月
に
は
高
取
山
ふ
れ
あ
い

公
園
で
制
作
合
宿
を
行
い
、
約
10
日
間

か
け
て
間
伐
材
を
利
用
し
た
作
品
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス
（
展
望
休
憩
施
設
）
を
、

一
昨
年
は
六
角
形
遊
具
を
制
作
し
ま
し

た
。
今
年
も
制
作
合
宿
は
行
う
予
定
と

い
う
こ
と
で
、
ど
ん
な
も
の
を
つ
く
っ

て
く
れ
る
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

ま
た
、
門
前
町
に
で
き
た
「
縁
結
び

道
」
は
、
多
賀
木
匠
塾
の
メ
ン
バ
ー
で

構
成
さ
れ
た
T
T
P
（
多
賀
タ
ウ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
提
案
に
よ
る
も
の
で

す
。
5
月
か
ら
は
、
絵
馬
通
り
に
あ
る

絵
馬
2
号
館
を
あ
ら
た
な
活
動
拠
点
と

し
、
5
月
4
、
5
、
6
日
に
は
、
多
賀

大
社
門
前
町

を
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
し

て
作
成
し
た

ジ
オ
ラ
マ
の

展
示
も
行
い

ま
し
た
。
今

後
も
毎
月
第

1
木
曜
日
に
、

「
木き

壱い
ち

の
日
」

と
し
て
さ
ま

ざ
ま
催
し
を

開
催
す
る
そ

う
な
の
で
、

皆
さ
ん
楽
し

み
に
し
て
く

だ
さ
い
。

まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題まちの話題

多賀木匠塾多賀公園多 賀 少 年
野球クラブ

町民ソフト
ボール大会

※団体で利用される場合は申請が必要となりますの

で、下記までお問い合わせください。

お問い合わせ
役場企画課
（有）2-2018 （電）48-8122
メール　kikaku@tagatown.jp
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ふ
れ
あ
い
幼
稚
園
の
お
さ
そ
い

多
賀
幼
稚
園
・
大
滝
幼
稚
園
で

い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
せ
ん
か

多
賀
町
立
多
賀
幼
稚
園
・
大
滝
幼
稚

園
で
は
、
多
賀
町
内
の
1
歳
か
ら
3
歳

児
と
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
園
を

開
放
し
『
ふ
れ
あ
い
幼
稚
園
』
を
実
施

し
ま
す
。

幼
稚
園
で
園
児
と
一
緒
に
遊
び
、

子
ど
も
の
遊
び
の
輪
を
広
げ
て
み
ま

せ
ん
か
？

ま
た
、
保
護
者
の
方
同
士
も
つ
な
が

り
を
深
め
、
子
育
て
の
情
報
交
換
を
す

る
場
と
し
て
お
気
軽
に
ご
来
園
く
だ
さ

い
。
職
員
一
同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
放
日
時

6
月
〜
2
月
　
第
1
・
第
3
金
曜
日

ま
た
は
行
事
の
日
（
夏
季
休
業
期
間

は
除
く
）
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

対
象町

内
に
住
む
満
1
歳
の
お
誕
生
日
を

迎
え
た
お
友
だ
ち
か
ら
3
歳
児
の
お
友

だ
ち
お
よ
び
保
護
者

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

多
賀
町
立
多
賀
幼
稚
園

（電）
4
8
‐
0
2
7
4

㈲
3
‐
3
5
1
3

多
賀
町
立
大
滝
幼
稚
園

（電）
4
9
‐
0
0
1
4

㈲
5
‐
5
6
1
6

多
賀
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（電）
4
8
‐
8
1
2
3

㈲
2
‐
3
7
4
1

メ
ー
ル
　g

-e
d
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

子
育
て
サ
ー
ク
ル

パ
オ
パ
オ
の
ご
案
内

対
象
■
未
就
園
児
と
保
護
者

会
費
■
一
人
に
つ
き
50
円

活
動
場
所
■
児
童
館（
中
央
公
民
館
横
）

活
動
予
定
（
変
更
の
場
合
有
り
）

6
月
9
日
　
戸
外
あ
そ
び

16
日
　
親
子
リ
ズ
ム
あ
そ
び

23
日
　
戸
外
あ
そ
び

30
日
　
七
夕
飾
り
作
り

7
月
6
日
　
水
あ
そ
び

12
日
　
図
書
館
お
話
し
会

21
日
　
戸
外
あ
そ
び

28
日
　
小
麦
粉
粘
土
、
広
告

あ
そ
び
、
手
作
り
あ

そ
び
等
）

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

㈲
3-

3
9
6
2

（電）
4
8-

1
8
0
0

ふれあい幼稚園
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『
生
き
る
力
』
を
育
む
幼
稚
園
教
育

〜
豊
か
な
遊
び
と
学
び
か
ら
〜

平
成
14
年
度
よ
り
3
歳
児
か
ら
の
就

園
で
開
園
し
た
多
賀
幼
稚
園
。
本
年
度

よ
り
、
満
3
歳
児
の
就
園
を
実
現
し
、

教
育
時
間
も
2
時
ま
で
と
拡
大
し
ま
し

た
。
満
3
歳
児
か
ら
5
歳
児
ま
で
の
就

学
前
の
大
切
な
幼
児
期
に
、
身
近
な
自

然
や
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
、
豊
か
に
感
じ
る
心
を
育
て
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
じ
っ
く
り
考
え
、

自
分
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
す
る
力
を

育
て
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

緑
い
っ
ぱ
い
の
環
境
に
包
ま
れ
た
本

園
に
は
、
子
ど
も
の
大
好
き
な
遊
び
場

が
い
っ
ぱ
い
…
。

ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク

心
躍
る
野
鳥
の
森

四
季
折
々
の
大
自
然
に
包
ま
れ
た
、

す
ば
ら
し
い
環
境
で
あ
る
野
鳥
の
森
も

徒
歩
十
五
分
で
す
。小
鳥
の
さ
え
ず
り
、

川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
草
花
の
香
り
や
美
し

さ
な
ど
を
全
身
で
、
五
感
を
フ
ル
に
生

か
し
て
感
動
体
験
い
っ
ぱ
い
に
、
そ
し

て
、
知
的
好
奇
心
を
ゆ
さ
ぶ
る
最
高
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

命
の
大
切
さ
を
育
む

に
わ
と
り
の
飼
育
、
栽
培
活
動

子
ど
も
の
登
園
時
間
に
な
る
と
「
コ

ケ
コ
ッ
コ
―
」
と
、
元
気
に
鳴
き
だ
す

五
羽
の
ウ
コ
ッ
ケ
イ
。
五
歳
児
の
ひ
ま

わ
り
組
が
雨
の
日
も
風
の
日
も
雪
の
日

も
、
毎
日
え
さ
を
つ
く
り
、
世
話
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
栽
培
活
動
で
は
、

一
人
一
鉢
栽
培
で
祖
父
母
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
あ
さ
が
お
の
種
ま
き
を
し
ま

し
た
。「
あ
さ
が
お
通
信
」
を
通
じ
て
、

こ
れ
か
ら
の
生
長
を
伝
え
合
い
ま
す
。

み
ん
な
仲
良
し
、
み
ん
な
友
だ
ち

少
人
数
学
級
で
、
異
年
齢
児
が
自
然

に
交
流
で
き
、
大
き
い
子
は
小
さ
い
子

を
い
た
わ
り
、
小
さ
い
子
は
大
き
い
子

か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
月
曜
日
と
金
曜
日
の

「
ワ
ク
ワ
ク
タ
イ
ム
、
ふ
れ
あ
い
タ
イ

ム
」
で
は
、
み
ん
な
で
一
緒
に
お
話
を

聞
い
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。

心
通
わ
す「
ふ
れ
あ
い
交
流
」

久
徳
福
祉
会
、
杉
の
子
作
業
所
、
未

就
園
児
招
待
ふ
れ
あ
い
幼
稚
園
、
他

園
・
小
・
中
学
校
と
の
交
流
な
ど
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
人
々
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
し
て
、
人
へ
の
思
い
や
り

や
、
や
さ
し
さ
を
育
み
ま
す
。

心
と
体
を
鍛
え
る
サ
ッ
カ
ー
教
室

毎
月
一
回
、
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
先
生

に
来
て
い
た
だ
き
、
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
技
術
だ
け

で
な
く
、
集
団
行
動
で
の
大
切
な
こ
と

も
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
幼
稚
園
の
生
活
や
遊
び

の
中
に
は
、
た
く
さ
ん
の
「
学
び
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
「
学
び
」
が
、「
生

き
る
力
」
と
な
り
、
小
学
校
で
の
「
学

習
へ
の
基
盤
つ
く
り
」
と
な
る
よ
う
、

願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
園
で
は
子

ど
も
の
心
と
体
が
躍
動
す
る
充
実
し
た

時
間
や
空
間
つ
く
り
に
努
め
、
そ
の
中

で
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、
き
め

細
や
か
な
援
助
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

満
3
歳
に
な
っ
た
ら
、
翌
月
か
ら
幼

稚
園
に
入
園
で
き
ま
す
。

幼
稚
園
の
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
遊
び

ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

多賀町立多賀幼稚園の紹介

【内容】多賀幼稚園・大滝幼稚園
6月 水あそび、どろんこあそびをしよう
7月 七夕お楽しみ会をしよう
9月 運動あそびをしよう・運動会を楽しもう
10月 絵を描いたり、土粘土であそぼう
11月 焼きいもパーティーをしよう・木の実、木の葉であそぼう
12月 クリスマス会でサンタさんに会おう
1月 雪であそぼう・お正月あそびをしよう
2月 生活発表会を楽しもう
＊内容については、各園により多少変更する場合があります。

▲楽しいサッカー教室

▲にわとり当番「えさつくり」 ▲祖父母の皆さんと一緒に、あさがおの種まき

▲クリスマス会のようす

▲バルーンアート

▲お別れ会のようす
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多
賀
町
の
指
定
文
化
財
の
紹
介

絹け

ん

本ぽ

ん

著
ち

ゃ

く

色
し

ょ

く

上
じ

ょ

う

行
ぎ

ょ

う

念ね

ん

仏ぶ

つ

堂ど

う

縁え

ん

起ぎ

絵え

多
賀
大
社
　
所
蔵
　
平
成
7
年
11
月
1
日
　
町
指
定

三
幅
の
画
幅
で
、
各
1
0
0
・
3
㎝
×

43
・
7
㎝
の
大
き
さ
で
す
。
第
一
幅
は

上
部
に
御
幣
を
立
て
か
け
た
神
殿
を
配

し
、
そ
の
前
に
光
明
を
放
ち
蓮れ

ん

台だ
い

に
乗

る
老
体
姿
の
人
物
を
描
い
て
い
ま
す
。

こ
の
人
物
は
時
宗
第
二
祖
他た

阿あ
ん

真し
ん

教き
ょ
う

と

思
わ
れ
ま
す
。
画
面
の
右
よ
り
に
金
泥

で
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
が
大
き
く

書
か
れ
て
い
ま
す
。
本
幅
の
構
図
は
彦

根
市
の
高
宮
寺
が
所
蔵
す
る
他た

阿あ
ん

真し
ん

教
き
ょ
う

像
と
似
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
参
考

に
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
が
土
田

の
専
行
寺
に
も
伝
承
し
て
い
ま
す
。

第
二
幅
は
第
一
幅
と
同
じ
神
殿
前
で
多

賀
大
明
神
が
霊
木
と
化
し
た
場
面
を
描

き
、
僧
服
の
観か

ん

阿あ

（
僧
侶
）
が
歓
喜
し
て
霊

木
に
抱
き
つ
く
様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。

第
三
幅
は
同
じ
く
神
殿
前
で
来ら

い

迎ご
う

雲う
ん

に

乗
る
阿
弥
陀
如
来
立
像
を
描
き
、
阿
弥
陀

如
来
よ
り
放
た
れ
る
光
明
の
先
に
常
行
念

仏
を
修
す
観か

ん

阿あ

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
は
観か

ん

阿あ

な
る
人
物
を
中
心
に

多
賀
明
神
の
本
地
仏
は
阿
弥
陀
如
来
で

あ
る
こ
と
、
そ
の
両
者
を
結
び
つ
け
る
の

が
時
宗
の
阿
弥
陀
信
仰
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
絵
解
き
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
江

戸
時
代
後
期
の
も
の
で
す
が
、
多
賀
信

仰
は
、
時
宗
の
阿
弥
陀
信
仰
の
影
響
を

受
け
た
、
神
仏
習
合
の
信
仰
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
言
え
ま
す
。

お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
は

な
し
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
■
6
月
4
日
（土）
、
同
11
日
（土）
、
同

18
日
（土）

15
時
〜

場
所
■
絵
本
コ
ー
ナ
ー（
入
場
料
無
料
）

映
画
会

日
時
■
6
月
25
日
（土）

14
時
30
分
〜

場
所
■
2
階
・
大
会
議
室

内
容
■
『
紅
の
豚
』

「
カ
ッ
コ
イ
イ
と
は
、
こ
う
い
う
こ

と
さ
。」
1
9
2
0
年
代
の
ア
ド
リ
ア

海
を
舞
台
に
、
賞
金
稼
ぎ
「
紅
の
豚
」

と
「
空
賊
」
た
ち
と
の
戦
い
を
描
い

た
、
宮
崎
駿
監
督
の
一
大
航
空
活
劇

で
す
。（
入
場
料
無
料
）

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
）

㈲
2-

0
3
4
8

（電）
4
8-
0
3
4
8

メ
ー
ル
　b

u
n
ka
za
i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

写
真
展
『
臼
杵
の
石
仏
』

町
内
に
お
住
ま
い
の
田
斎
さ
ん
が
撮

影
さ
れ
た
、
大
分
県
に
あ
る
国
宝
・
臼

杵
石
仏
の
写
真
展
で
す
。

会
期
■
6
月
4
日
（土）
〜
26
日
（日）

会
場
■
対
面
朗
読
室
（
入
場
料
無
料
）

万
葉
の
心
教
室（
全
6
回
）

参
加
者
募
集

万
葉
集
を
読
み
、
古
代
日
本
の
文

学
・
文
化
や
古
代
日
本
人
の
心
を
学
び

ま
す
。

日
時
■
第
1
回：

6
月
25
日
（土）

10
時

〜
以
後
8
月
を
除
く
月
1
回
（
土

曜
日
）

場
所
■
2
階
・
大
会
議
室

講
師
■
礒
崎
　
啓
さ
ん

対
象
■
一
般
成
人
20
人
程
度

申
し
込
み
■
先
着
順
、
5
月
28
日
（土）

10
時
〜
（
参
加
費
無
料
）

6
月
の
休
館
日
■
6
日
・
7
日
・
13
日
・
14

日
・
20
日
・
21
日
・
27
日
・
28
日
・
30
日

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
町
立
図
書
館
（
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
）

㈲
2-

1
1
4
2

（電）
4
8-

1
1
4
2

メ
ー
ル
　to

s
h
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

文化財・図書館
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

―
鈴
鹿
の
山
・
Ⅱ
―

水
谷
の
り
や
写
真
展

鈴
鹿
の
山
の
風
景
や
鈴
鹿
山
脈
に
す

む
生
き
物
、
花
…
。
水
谷
さ
ん
が
こ
れ

ま
で
に
撮
影
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
写
真

を
通
じ
て
、
目
の
前
に
あ
る
鈴
鹿
の
す

ば
ら
し
さ
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期
■
6
月
8
日
（水）
〜
7
月
10
日
（日）

会
場
■
多
賀
町
立
博
物
館
・
多
賀
の
自

然
と
文
化
の
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

県
立
大
学
ミ
ニ
博
物
館

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
滋
賀
県

立
大
学
・
博
物
館
課
程
受
講
生
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
展
示
で
す
。

今
年
も
ユ
ニ
ー
ク
な
ト
ピ
ッ
ク
が
勢

ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。
個
性
的
な
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
も
要
注
目
で
す
！

会
期
■
6
月
8
日
（水）
〜
7
月
10
日
（日）

第
1
期

6
月
8
日
（水）
〜
6
月
19
日
（日）

・
戦
中
の
洋
服
屋
さ
ん

・
は
が
き
を
旅
す
る

第
2
期

6
月
22
日
（水）
〜
7
月
10
日
（日）

・
日
本
の
あ
や
と
り
世
界
の
あ

や
と
り

・
あ
な
た
の
知
ら
な
い
不
思
議

な
石

会
場
■
多
賀
町
立
博
物
館
・
多
賀
の
自

然
と
文
化
の
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

多
賀
の
ゆ
か
い
な
生
き
物
図
鑑
①

テ
レ
ビ
に
も
出
演
!!
カ
タ
ツ
ム
リ
に
毛
が
生
え
た
!?

オ
オ
ケ
マ
イ
マ
イ

梅
雨
の
季
節
、
雨
の
日
が
多
く
な
る

と
見
か
け
る
機
会
が
増
え
る
生
き
物
が

い
ま
す
。
そ
う
、
そ
れ
は
カ
タ
ツ
ム
リ

で
す
。
カ
タ
ツ
ム
リ
は
海
や
琵
琶
湖
、

そ
し
て
川
に
す
む
貝
と
同
じ
巻
き
貝
の

仲
間
で
す
（
ち
な
み
に
、
ナ
メ
ク
ジ
も

同
じ
巻
き
貝
の
仲
間
に
な
り
ま
す
）。

み
な
さ
ん
も
一
度
は
カ
タ
ツ
ム
リ
を
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

と
こ
ろ
で
、
カ
タ
ツ
ム
リ
を
よ
く
観

察
し
て
み
ま
す
と
1
種
類
で
は
な
く
い

ろ
い
ろ
な
種
類
が
い
る
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
す
。
実
は
、
カ
タ
ツ
ム
リ
の
仲
間

は
日
本
で
は
約
8
0
0
種
類
、
滋
賀
県

で
も
約
1
0
0
種
類
が
生
息
し
て
い
る

の
で
す
。

今
日
は
そ
ん
な
中
か
ら
「
へ
ぇ
〜
」

で
お
な
じ
み
の
テ
レ
ビ
番
組
「
ト
リ
ビ

ア
の
泉
」
で
も
紹
介
さ
れ
た
カ
タ
ツ
ム

リ
を
紹
介
し
ま
す
。「
毛
の
生
え
た
カ

タ
ツ
ム
リ
が
い
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

紹
介
さ
れ
た
こ
の
カ
タ
ツ
ム
リ
、
名
前

は
「
オ
オ
ケ
マ
イ
マ
イ
」
と
い
う
大
き

さ
約
3
㎝
の
カ
タ
ツ
ム
リ
で
す
（
写

真
）。
殻
の
縁
に
毛
が
生
え
て
い
て
、

は
じ
め
て
見
る
人
は
び
っ
く
り
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
毛
は
殻
の
一
部

で
あ
る
殻か

く

皮ひ

と
呼
ば
れ
る
部
分
が
発
達

し
て
で
き
た
も
の
な
の
で
す
。
生
ま
れ

た
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
毛
は
生
え
て
き

ま
す
が
、
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
縮

れ
た
り
、
磨
り
減
っ
た
り
し
て
毛
は
抜

け
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら

こ
の
毛
は
一
度
抜
け
る
と
二
度
と
生
え

て
き
ま
せ
ん
。

珍
し
い
カ
タ
ツ
ム
リ
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
こ
の
オ
オ
ケ

マ
イ
マ
イ
は
多
賀
町
内
の
山
や
神
社
な

ど
で
普
通
に
見
ら
れ
る
カ
タ
ツ
ム
リ
な

の
で
す
。
地
面
に
あ
る
石
や
落
ち
葉
、

草
な
ど
に
く
っ
つ
い
て
い
る
と
き
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
毛

の
生
え
た
カ
タ
ツ
ム
リ
を
探
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？

オ
オ
ケ
マ
イ
マ
イ
は
多
賀
町
立
博
物

館
「
今
月
の
多
賀
の
ゆ
か
い
な
生
き
物

コ
ー
ナ
ー
」
で
生
き
た
個
体
を
展
示
し

て
い
る
ほ
か
、
常
設
展
示
で
も
殻
の
標

本
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

（
文
責：

金
尾
滋
史

多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館
学
芸
員
）

お
問
い
合
わ
せ

多
賀
の
自
然
と
文
化
の
館
（
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
）

（電）
4
8-

2
0
7
7

㈲
2-

2
0
7
7

博物館

おもしろ考古学クイズ

ちょっと面白い考古学クイズ

です。問題の答えがわかったら、

FAXで回答を送ってください。

正解者には、オリジナルグッ

ズを差し上げます。正解者多数

の場合は抽選で数人の方にお送

りします。

問題

『日本で発掘調査をした最初の

人物はだれでしょうか？　次の

5人の中から選んでください。』

ヒント　発掘調査したのは栃木

県の古墳です。

5択です

①長谷川平蔵（鬼平）

②大石蔵之助（赤穂浪士）

③徳川光圀（水戸黄門）

④大岡忠相（大岡越前）

⑤遠山影元（遠山の金さん）
先月の答え…安土町の瓢

ひょう

箪
たん

山
やま

古
こ

墳
ふん

の

全長は「①の162メートル」でした。
（これは県内で最大の規模です）

あて先（ＦＡＸのみ受付）

「おもしろ考古学係」あて

解答と住所・名前をお書きく

ださい。

有線FAX 2‐0348

F A X 48‐8055

図
書
館
だ
よ
り

▲オオケマイマイ

▲白いイワウチワ▲絹本著色上行念仏堂縁起絵
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で
合
同
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
）

場
所
■
J
R
大
津
駅
前
　
滋
賀
ビ
ル
9
階

（
大
津
市
梅
林
一
丁
目
3
番
10
号
）

定
員
■
25
人
（
超
過
の
と
き
は
抽
選
）

費
用
■
無
料
（
教
材
は
支
給
）

申
し
込
み
方
法
■
往
復
は
が
き
に
講
習

名
（
オ
フ
ィ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）、

住
所
、
名
前
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
（
生
年
月
日
）、
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
6
月
30
日
（
必
着
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

（社）
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

〒
5
2
0
‐
0
0
5
1

大
津
市
梅
林
一
丁
目
3
番
10
号

（電）
（
0
7
7
）
5
2
5
‐
4
1
2
8

第
26
回

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
子
ど
も
と
一
緒
に
富
士
登
山
を
し
ま

せ
ん
か
？

期
間
■
8
月
3
日
（水）
〜
7
日
（日）

4
泊
5
日

場
所
■
山
梨
県
山
中
湖
村
営
キ
ャ
ン
プ
場

定
員
■
日
本
人
1
4
0
人
・
外
国
人
40
人

対
象
■
小
学
4
年
生
〜
中
学
3
年
生

費
用
■
出
発
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

締
切
■
7
月
8
日
（金）

先
着
順

お
問
い
合
わ
せ

（財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
文
部
科
学
省
所
管
）

（電）
0
3
‐
3
3
5
9
‐
8
4
2
1

F
A
X
0
3
‐
3
3
5
4
‐
2
2
0
7

メ
ー
ル
　in

fo
@
ks
kk.o

r.jp

おしらせ

16広報 たが 6月号

高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

地
域
経
済
活
性
化
対
策
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
町
内
の
施
工
業
者
を

利
用
し
て
、
自
宅
の
修
繕
・
補
修
等
の
工
事

（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
）
を
行
う
場
合
に
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
4
月
に
一
度
募
集
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
予
算
枠
に
余
裕
が
あ
る
た

め
、
残
る
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
も
の

で
す
。

申
し
込
み
資
格
■
町
内
に
居
住
す
る
高
齢
者

ま
た
は
障
害
者
で
、
次
の
要
件
の
い
ず

れ
か
を
満
た
す
方

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
が
居
住
す

る
高
齢
者
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
精
神
障
害
者
保
健
手
帳
を
有
す
る

者
が
居
住
す
る
世
帯

補
助
金
額
■
工
事
経
費
の
50
％
で
、
最
高
10

万
円
（
た
だ
し
、
千
円
未
満
は
切
り
捨

て
）
を
補
助
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
間
■
6
月
6
日
（月）
〜
6
月
30
日

（木）
（
必
着
）

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

役
場
農
林
商
工
課

㈲
2
‐
2
0
3
0

（電）
4
8
‐
8
1
1
7

メ
ー
ル
　n

o
rin
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

児
童
手
当
現
況
届

6
月
中
に
届
出
を

児
童
手
当
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方

は
、
6
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
は
、

毎
年
6
月
1
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載

し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
提
出
が
な
い
と
、
6
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
書
類

平
成
17
年
度
現
況
届
■
現
在
児
童
手
当

を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
に
は
、
用

紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

保
険
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
年
金
加
入
証

明
書
■
受
給
者
が
被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
等
）
で
あ
る
場
合
。

前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る

児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
■
多
賀
町
に

平
成
17
年
1
月
1
日
に
住
所
が
な

か
っ
た
場
合
。

そ
の
他
■
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
保
健
課

㈲
2
‐
2
0
2
1

（電）
4
8
‐
8
1
1
5

メ
ー
ル
　h

o
ke
n
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

彦
根
市
キ
ッ
ズ（
小
学
生
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
室

N
T
S
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
）
に
基
づ
い
た
小
学
生
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
の
幅
広
い
普
及
と
、
健
康

の
保
持
増
進
の
た
め
楽
し
く
体
を
動
か

し
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
と
お
し
て
小
学

生
の
仲
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

対
象
■
原
則
と
し
て
彦
根
市
内
在
住
お

よ
び
近
隣
の
小
学
1
〜
6
年
生

会
場
■
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
体
育
館

開
催
期
間
■
6
月
12
日
（日）
〜
計
10
回

参
加
料
■
3，

0
0
0
円

主
催
■
彦
根
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会

後
援
■
彦
根
市
教
育
委
員
会
・
多
賀
町

教
育
委
員
会

申
し
込
み
方
法
■
『
氏
名
・
学
年
・
連
絡

先
』
を
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

前
川
和
三

（電）
2
2
‐
1
0
6
5

（Ｆ）
2
2
‐
1
0
6
5

「
店
舗
」
相
談
会
の
お
知
ら
せ

多
賀
町
商
工
会
で
は
、
創
業
を
す
る

に
あ
た
り
店
舗
づ
く
り
に
悩
ま
れ
て
い

る
方
、
ま
た
、
店
舗
改
装
を
お
考
え
の
方

の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
に
は
、

専
門
家
等
が
あ
た
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
お
電
話
に
て
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

多
賀
町
商
工
会

㈲
2
‐
2
0
4
0

（電）
4
8
‐
1
8
1
1

メ
ー
ル
　ta

g
a
c
h
o
@
m
x.b

iw
a
.n
e
.jp

訪
問
介
護
員
の
仕
事
を
す
る

シ
ニ
ア
の
た
め
の
介
護
講
習
会

介
護
サ
ー
ビ
ス
需
要
に
応
え
る
た
め

に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
と

し
て
介
護
の
仕
事
を
し
よ
う
と
す
る
方

の
た
め
の
講
習
で
す
。
訪
問
介
護
員

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
2
級
の
資
格
が

取
得
で
き
る
講
習
で
す
。

対
象
■
57
歳
以
上
65
歳
ま
で
の
方
（
年

齢
は
講
習
開
講
日
基
準
）

日
時
■
6
月
27
日
（月）
〜
10
月
27
日
（木）
の

間
の
18
回
と
別
途
実
習
4
回
（
日

時
未
定
）
9
時
〜
17
時

場
所
■
聖
泉
大
学
（
彦
根
市
肥
田
町
7

2
0
番
地
）

定
員
■
20
人
（
超
過
の
と
き
は
抽
選
）

費
用
■
無
料
（
教
材
は
支
給
）

申
し
込
み
方
法
■
往
復
は
が
き
に
講
習

名
（
介
護
講
習
）、
住
所
、
名
前
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
（
生
年
月
日
）、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
6
月
16
日

（
必
着
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

（社）
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

〒
5
2
0
‐
0
0
5
1

大
津
市
梅
林
一
丁
目
3
番
10
号

（電）
（
0
7
7
）
5
2
5
‐
4
1
2
8

再
就
職
を
め
ざ
す
シ
ニ
ア
の
た
め
の

オ
フ
ィ
ス
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
講
習
会

対
象
■
55
歳
以
上
68
歳
ま
で
の
方
（
年

齢
は
講
習
開
講
日
基
準
）

日
時
■
7
月
13
日
（水）
〜
21
日
（木）
の
間
の

6
日
間（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

13
時
〜
16
時
30
分
（
最
終
日
の
21

日
に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
共
同

おしらせ

自然の中でふしぎをいっぱいみつけよう！
野鳥の森自然観察会

野鳥の森で自然観察会を行います。
野鳥の森や芹川流域の自然の中で、不思議をいっぱい、いっしょにみつけませんか！

日時 内容 観察場所 集合場所　　　　　　　　（時間）
野鳥の森の昆虫と植物

6月26日（日） サブプログラム： 野鳥の森 野鳥の森ビジターセンター（9:00）
9:00～12:00 野草のしおりを作ろう

（材料費：100円）
芹川の清流に親しむ「水の中の生物の観察」

7月31日（日） サブプログラム： 栗　　栖 野鳥の森ビジターセンター
9:00～12:00 樹皮の貼り絵を作ろう 駐車場　　　　　　　　　（8:50）

（材料費：300円）
ドングリの観察会「秋の川辺林」

10月30日（日） サブプログラム： 栗　　栖 野鳥の森ビジターセンター
9:00～12:00 木の実の工作、焼き杉にチャレンジ 駐車場　　　　　　　　　（8:50）

（材料費：200円）
野鳥の森の冬鳥「カモの仲間たち」

12月10日（土） サブプログラム： 野鳥の森 野鳥の森ビジターセンター（9:00）
9:00～12:00 自然物のインテリア･アクセサリーづくり

（材料費：300円）

対　象■一般（幼児、小学生、中学生から大人まで）
参加費■無料（傷害保険加入済みです）

別途材料費：実費100円～300円程度（必要な方のみ）
持ち物■筆記具、雨具
服　装■野外での活動に適した服装（冬季は防寒具を）
主　催■芹川自然観察の会
協　賛■滋賀県、芹川大好き会、一円野鳥愛護会
後　援■彦根市教育委員会、多賀町教育委員会、甲良町教育委員会、豊郷町教育委員会、快適環境づくりをすすめる会
野鳥の森のご案内
芹川ダム湖を一周する探鳥路（3.5㎞）は、バードウォッチングやハイキングにはおすすめです。四季を通し

てシジュウカラ、カイツブリなどのたくさんの鳥や動植物に出会えます。

住所／多賀町一円233－2 交通／JR彦根駅より近江バス15分「久徳口」下車、徒歩15分　駐車場あり

お問い合わせ・お申し込み 芹川自然観察の会　平松光三 （電）26－0510 野鳥の森ビジターセンター （電）48－0121

当日参加も
OKです
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おしらせ
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健
康
運
動
カ
レ
ッ
ジ

県
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運

動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
き
っ
か
け
づ
く

り
と
な
る
よ
う「
健
康
運
動
カ
レ
ッ
ジ
」

を
開
催
し
ま
す
。
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
個

人
に
あ
っ
た
運
動
処
方
に
よ
る
実
技
指

導
や
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
講
座
の
ほ

か
、
食
事
や
薬
に
関
す
る
講
座
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
血
糖
値
、
血
圧
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肥
満
度
な
ど
の
高

い
方
や
健
康
づ
く
り
を
し
た
い
方
な

ど
、
目
的
に
あ
わ
せ
た
内
容
を
取
り

入
れ
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
■
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

で
、
18
以
上
65
歳
未
満
の
方
（
健

康
状
態
に
よ
り
参
加
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）

会
場
■
瀬
田
公
園
体
育
館
（
大
津
市
一

里
山
6
丁
目
）

参
加
費
■
1
2，

0
0
0
円
（
年
間
）

講
座
回
数
■
7
回
程
度
（
運
動
実
技
、

講
座
等
）
こ
の
ほ
か
に
公
開
講
座

3
回
（
講
演
会
）、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
1
回

申
し
込
み
締
切
■
6
月
10
日
（金）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

（財）
滋
賀
県
健
康
づ
く
り
財
団

（電）
0
7
7
‐
5
2
5
‐
2
7
3
3

（Ｆ）
0
7
7
‐
5
2
1
‐
0
4
7
1

野
洲
川
R
I
V
E
R

F
E
S
T
A
2
0
0
5

野
洲
川
の
河
川
敷
公
園
で
「
水
」
と

触
れ
合
い
な
が
ら
一
日
楽
し
く
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？
　
気
球
に
乗
れ
る
リ
バ
ー

レ
ン
ジ
ャ
ー
や
ヨ
シ
笛
つ
く
り
、
飲
食

ブ
ー
ス
な
ど
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る

内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
会
場
か
ら
の
ラ
ジ
オ
放
送

（
K
B
S
滋
賀
）
も
同
時
開
催
で
す
。

日
時
■
6
月
26
日
（日）

10
時
〜
15
時

開
催
場
所
■
野
洲
川
ふ
れ
あ
い
広
場

（
野
洲
市
野
洲
　
近
江
富
士
大
橋

西
詰
）

主
催
■
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
近

畿
地
区
滋
賀
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

お
問
い
合
わ
せ

（社）
彦
根
青
年
会
議
所

（電）
2
2
‐
7
5
2
2

滋
賀
医
科
大
学
教
養
講
座

「
本
当
で
す
か
？
あ
な
た
の
周
り
の
癌

予
防
法
」‐
誰
で
も
で
き
る
癌
予
防
法
‐

日
時
■
6
月
18
日
（土）
13
時
30
分
〜
16
時

会
場
■
滋
賀
医
科
大
学

臨
床
講
義
室
3
（
大
津
市
瀬
田
月

輪
町
）

内
容
■①

が
ん
に
な
り
や
す
い
素
因
、
原

因
（
遺
伝
、
食
物
、
炎
症
）

②
日
光
浴
は
お
肌
に
良
く
な
い

③
胃
癌
の
予
防
と
治
療

④
肝
癌
と
肝
炎
の
最
新
治
療

募
集
人
数
■
一
般
　
1
5
0
人

（
先
着
順
に
受
付
）

受
講
料
■
無
料

申
し
込
み
締
切
■
6
月
15
日
（水）

案
内
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ

滋
賀
医
科
大
学
学
生
課
内
　
公
開
講
座
担
当

（電）
0
7
7-

5
4
8-

2
0
6
4

（Ｆ）
0
7
7-

5
4
8-

2
7
9
9

おしらせ

多賀町総合福祉保健センター

トレーニング室から
皆さんの健康づくりを応援するために「ふれ

あいの郷」では、毎月トレーニング室で『体力測
定』を開催しています。

体力測定のメニュー
握力、閉眼片足立ち（バランス性）、長座体前

屈（柔軟性）等を実施します。中高年の方にも
ご利用いただける運動機器もありますので、ぜ
ひ健康づくりにお役立てください。
※なお、はじめてトレーニング室を利用していただく方は、

初回に利用講習会を受講していただく必要があります。

7月の利用講習会日程
7月8日（金）

13:30～14:30 体力測定
15:00～16:00 利用講習会

7月23日（土）
13:30～14:30 体力測定
15:00～16:00 利用講習会

7月23日（土）
17:30～18:30 体力測定
19:00～20:00 利用講習会

トレーニング室利用時間■ 10:00～20:30
トレーニング室を利用できない日■毎週日曜日、

第2・第4月曜日（第2・4月曜日が祝日の場
合、翌日が休みとなりますのでご注意くださ
い）、祝日

利用対象者■18歳以上の方
利用料■町内在住・在勤の方200円、

町外の方300円
その他■運動のできる服装・運動靴・タオル

をご用意ください。

お問い合わせ
役場福祉保健課
㈲2‐2021（電）48‐8115
メール hoken@tagatown.jp

おめでた・おくやみ

生まれました！

☆山
ヤ マ

口
グ チ

侑
ユ ウ

晟
セ イ

（秀　樹・千　穂）

☆窪
ク ボ

田
タ

弾
ダ ン

（敏　弘・奈　美）

☆岩
イ ワ

佐
サ

雅
マ サ

也
ヤ

（健　司・真紀子）

☆伊
イ

藤
ト ウ

萌
モ

百
モ

加
カ

（秀　和・久　美）

☆池
イ ケ

本
モ ト

達
タ ツ

哉
ヤ

（正　彦・冬　子）

結婚しました！

Q
大久保　誠

新村　涼子

Q
山田　孝司

宮下　久美子

おくやみ申し上げます ◆ 井　八重子　67歳徳 徳 一 

（敬称略）

子育て支援センター　ひろばの案内

対象年齢 日　時 登録者数
赤ちゃんぺんぎん広場 平成16年4月2日以降生 7月 6日（水） 18人
ペンギン1広場

平成15年4月2日～平成16年4月1日生
6月 8日（水）

20人
ペンギン2広場 6月15日（水）
カンガルー広場 平成14年4月2日～平成15年4月1日生 6月22日（水） 9人
キリン広場 平成11年4月2日～平成14年4月1日生 6月22日（水） 1人
にっこり広場 （施設の開放・園行事等でお休みの時があります） 月・火・木・金 9:00～12:00

園　　　庭　　　開　　　放
火・金 9:00～12:00

土 9:00～16:00

☆子育て相談は随時行っていますので、気軽に来所していただくかお電話ください。
広場の登録者を募集しています！
広場の登録は、年度途中でもできますのでどうぞおいでください。お待ちしています。
登録費用は、年間2,000円（町外2,500円）で、途中から入られるときは月割りとなります。
お問い合わせ 子育て支援センター ㈲2‐1025 （電）48‐1025

お詫びと訂正
16ページ　人権擁護委員の大道英昭さんの住所で「小原」は「一ノ瀬」の誤りでした。
19ページ　日本脳炎の予防接種の対象者が「満3カ月～満90カ月未満」は「満3歳～満7歳5カ月未満」の誤りでした。
20ページ 「ひとのうごき」の人口（＋17）は（－17）の誤りでした。

お詫びして訂正いたします。
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保健業務（平成17年7月） 場所：多賀町総合福祉保健センターふれあいの郷
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行　事　名 実　施　日 受付時間 対　　　　象　　　　者

すくすく相談 7月 5日（火）
子どもの健康、子育てについてなどに関するご相談
を受け付けています。

すこやか相談 7月12日（火） 10:00～11:00

ご自分の健康について、ご相談になりたい方は、お
気軽にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪
測定も無料でできます。

いきいき相談 7月19日（火）
「最近、物忘れがひどくなったかな？」と不安に思
われる方ならどなたでもご相談ください。

介護相談 随　　　　　　　時 認知症や寝たきり等の方のお世話でお困りの方
3～4カ月児（離乳食教室）

7月 4日（月）
13:00～13:15 H17年2月生まれの乳児

9～10カ月児 13:15～13:30 H16年8月生まれの乳児
1歳6カ月児健診 7月 6日（水） 13:30～13:15 H15年12月・H16年1月生まれの幼児
2歳児歯科健診 7月26日（火） 12:50～13:10 H15年6月・7月生まれの幼児

三種混合 7月 1日（金）

（Ⅰ期初回）生後3カ月～7歳5カ月までの乳幼児で
3～8週間の間隔で3回未接種の乳幼児
（Ⅰ期追加）Ⅰ期初回3回目接種後、1年以上たった
幼児

日脳 7月 8日（金）
13:30～14:30 満3歳～7歳5カ月までで1期初回、1期追加が未接

種の児
生後3カ月から6カ月でBCGが未接種の乳児

BCG 7月12日（火） ＊就学前で未接種の場合や、ご不明な点がある場合
は、福祉保健課までお問い合わせください。

☆　各健診および予防接種には必ず母子手帳・予診表をご持参ください。
☆　2歳児歯科健診、1歳6カ月児健診を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきてください。
☆ 9～10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひおいでください。
お問い合わせ 役場福祉保健課 ㈲2-2021 （電）48-8115 メール　hoken@tagatown.jp

10:00～11:30


